
⇩ ⇩
該当する 該当しない

⇩
⇩ 週休2日対象外

※特記仕様書で「なし」選択

⇩ ⇩
対象外工事として設計

※従来どおり
⇩

⇩

契約締結

⇦

⇨

公告

入札／落札者決定

週休２日工事の対象及び区分を確認

週休２日工事の入札に参加する場合は、経費
補正を見込んだうえで入札金額を積算

⇩

⇩

受注者 発注者

設計担当課にて発注工事が対象工事に該当す
るか確認をする。（要綱を確認し、原則、全
て週休２日工事）

週休２日工事区分の決定
⇩

①週休2日確保工事（フロー1）
（１）対象工事の選定〜契約締結

・適切な工期設定及び経費の補正
・週休２日工事である旨や区分を特記仕様書
・対象外期間がある場合は、特記仕様書に記載



（２）関係書類の提出〜⼯事着⼿（週休２⽇⼯事の実施に関する協議）

①完全週休2⽇(土⽇)（全ての週で土⽇閉所）

受注者 発注者

請負⼯事契約書を取り交わし後、⼯事打合簿
（協議）を提出（下記①〜④を選択し、報告
する。※④の場合は理由も明記）

⇨ 提出書類の内容確認

②月単位の週休2⽇（全ての月で4週8休以上）
③通期の週休2⽇（⼯期全体で4週8休以上）
④週休2⽇を行わない
※①〜③は対象期間内 ※当初設計は ①で計上

⇩

⇨ 提出書類の内容確認
※上記、選択を反映したもの

⇩

⼯事着⼿ ⇨
以後は、履行報告書で「現場閉所実施書」を
確認 ※月末締め、翌月始め提出分

施⼯計画書提出時「現場閉所計画書」を添付



（３）施⼯開始〜竣⼯・竣⼯検査・評定

①または② ③ ④
⇩ ⇩ ⇩

①労務1.02/共通1.02/現場1.03
②労務1.02/共通1.01/現場1.02

⇩ ⇩

⇩ ⇩

⇩

受注者 発注者

毎月の履行報告書に「現場閉所報告書」を添付し提
出

⇨ 提出書類の内容確認

⇩
現場閉所予定日にやむをえず作業を行う場合には、
監督職員へ報告

⇩

⼯事完成

「現場閉所報告書」で週休2日のどのパターンかを
確認し、⼯事打合簿（協議）で補正を確定する。
①完全週休2日(土日)（全ての週で土日閉所）
②月単位の週休2日（全ての月で4週8休以上）

⇨
⼯事打合簿（協議）で確定した補正に変更
※当初設計は①で計上。③通期の週休2日（⼯期全体で4週8休以上）

④週休2日を行わない

変更内容の確認 ⇦ 1.0補正なし

変更契約締結（総額／①以外は経費率減）

竣 ⼯ ・ 竣 ⼯ 検 査 ・ 評 定（達成状況に応じて加点又は減点）

1.0補正なし



〇週休2日確保工事（パターン別）

【パターン1】完全週休2日（土日）
※会社方針で土日いずれかが休みではない場合等は、他の平日を指定して休日扱いにできる。
1.工期の中で、対象期間を設定。
2.対象期間内の全ての週において、土日に現場閉所されている状態をいう。

〈対象期間R7年7〜8⽉全ての場合を例〉
⽉ 火 水 木 金 土 日 ⽉ 火 水 木 金 土 日

7/1 2 3 4 5 6 8/1 2 3
7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10
14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17
21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24 雨天休み
28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 休み

【パターン2】⽉単位の週休2日
1.工期の中で、対象期間を設定。
2.対象期間内の全ての⽉で現場閉所日数の割合が28.5％（8日/28日）以上の状態をいう。
3.暦上の土日の閉所では28.5％に満たない⽉は、その⽉の土日の合計日数以上に閉所を行う。

〈対象期間R7年7〜8⽉全ての場合を例〉
⽉ 火 水 木 金 土 日 ⽉ 火 水 木 金 土 日

7/1 2 3 4 5 6 8/1 2 3
7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10
14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17
21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24 雨天休み
28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 休み

・8日（閉所日数）÷31日＝25.8％ ＜ 28.5％ ・9日（閉所日数）÷31日＝29.0％ ＞ 28.5％
・8日（閉所日数） ≧ 8日（土日）

【パターン3】通期の週休2日
1.工期の中で、対象期間を設定。
2.対象期間内の現場閉所日数の割合が28.5％（8日/28日）以上の状態をいう。（雨天休みもカウント）

雨天休みがあっても土日は休み

雨天休みもカウント


